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はじめに

　ハエの幼虫が偶発的にヒトの内部または外部寄生虫と

して病害を起こす．ハエ幼虫の寄生部位は消化管が最も

多く，食物にハエが産卵して知らないで食べて腹痛など

の症状を起こす場合がある．また，損傷面などにハエ

が卵あるいは幼虫を産みつける．原因となるハエの種類

は多種に及ぶ．寄生した後，細菌あるいは真菌感染によ

る膿皮症に合併する場合も報告されている．この他ハエ

幼虫が肺に寄生した症例があるが，特記すべき症状は

なかった（加納他，1997；Komorietal．，1978）．我々

は，肺癌の治療中にハエ幼虫が寄生した例を経験したの

で報告する．

症　　例

患　者1男性76才　元大工（建設業）

既往歴：平成6年に前立腺癌手術，平成14年に肺癌を手

　　　術した．

現病歴：平成16年7月25日，呼吸状態が悪化しK町立病

　　　院に入院，心肺停止したが救命処置により約15

　　　分後に蘇生した．以後，人工呼吸器により呼吸

　　　管理を継続した．心肺停止後，意識はなかった．

　　　平成16年7月29日に看護師が顔面清拭している

　　　際に両眼球に1～2㎜の幼虫数個体を発見した．

　　　さらに，同年7月30日口腔内を洗浄している時，

　　　歯ぐきに4～5㎜の幼虫を，また頭髪の根部に

　　　1～2n血の幼虫1個体を発見した．これらの幼

　　　虫はピンセットで除去し，70％エチルアルコー

　　　ルに入れて保存した．なお、本患者は，平成16

　　　年8月1日に永眠されたが，このハエの寄生は

　　　死因と無関係であり，単なる偶発寄生である．

　　　これらの幼虫は東京医科歯科大学医学部医動物

　　　学教室の篠永哲博士により，4～5㎜センチニ

　　　クバエの3齢幼虫，1～2㎜のものはニクバエ

　　　の2齢幼虫と同定された（図1）．

図1．センチニクバエの3齢幼虫（下）と

　　ニクバエ類の2齢幼虫

考　　察

　センチニクバエによるハエ症の報告は少ない．可児ら

（1981）は61才の男性の耳下腺部の潰瘍のある部分にセ

ンチニクバエの高齢幼虫を認めた．この時の所見では，

軽度貧血がみられたが，異常所見は認められなかった．

加藤ら（ig91）は59才の女性の直腸癌の肛門周囲皮膚で

本種ハエの高齢幼虫を発見したが，特に異常所見は認め

られなかった．本報では口腔内にセンチニクバエの高齢

幼虫を認めた．この他，ニクバエの若齢幼虫を眼球と頭

髪部で発見した．このように複数の部位で発見された例

はほとんどなく，少なくとも長崎県では初例である．し

かし，この原因はわからない．そこで，この点について

発育期問をもとにして考察を加えた．センチニクバエは

他のハエと異なり卵を産まず，1齢幼虫を産むので突然

ハエの幼虫を見つけて驚くことがある．発育期問は25℃

で飼育すると，1および2齢が各々約24時間，3齢3～

4日，踊は約10日である（加納ら，1999）、本症例では

2日間にわたって幼虫が発見されているが，これは幼虫

が1～2nmの若齢幼虫と4～5㎜の高齢であった．この

よう齢構成は2回以上にわたって幼虫が産みつけられる
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ことによるとも考えられるが，同じ時期に産みつけられ

たものの1部が栄養の摂りやすい口腔内に侵入した可能

性もある．また，高齢幼虫が見つかっているので，少な

くとも感染して3～4日位経過したものと推定される．
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センチニクバエとニクバエ幼虫によるハエ症の1例

A　case　of　myiasis　caused　by　the　fly　larvae　of

　　SαrcO蛾α9αPθ確漉αandSαrcophα9αsp．

Manabu　YOSHII1，Minoru　OZAKI2，Y’umi　OZAKI1，：Nobuhiko　TURU2，
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AE｝舘鍛c重　　The　worms　were　found　in　the　eyes　a．nd　insid．e　mouth　in　the76year－01d　man　with　experience

of　operation　of　lung　cancer．

　They　were　the3rd　instar　larvae　of　Sακopんαgαpθガgr漉αand．the　lst　a皿（12nd　instar　larvae　of

Sακqρんαgαsp。This　report　is　record．ed　as　the　first　case　of　myiasis　caused．by　Sακopんα8α．ρε囎γ♂πα♂αrひαε

and　those　of　Sαrco雲）んα9αsp．
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